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 創立51年目は「回生元年」に！
 認証評価からみる帝塚山大学の現状と未来
❶

五條市×帝塚山大学 地域連携事業
道の駅学生レストラン

「TEZUcafe（テヅカフェ）」オープン！
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ま
ず
、
認
証
評
価
全
体
を
通
し

て
、
お
感
じ
に
な
っ
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

岩
井
学
長　

本
学
で
は
2
年

に
１
度
の
自
己
点
検
・
評
価

活
動
を
中
心
に
、
各
組
織
や

委
員
会
を
通
じ
て
、
教
育
研

究
活
動
の
状
況
等
が
適
切
で

あ
る
か
ど
う
か
、
検
証
を
行

う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
特

に
今
回
の
認
証
評
価
に
関
し

て
は
、
受
審
前
年
度
か
ら
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
報
告
書
の
作
成

を
は
じ
め
、
根
拠
資
料
の
収
集
・
整
理
等
を
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を

か
け
て
行
い
、
準
備
や
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

心
構
え
で
臨
ん
だ
今
回
の
認
証
評
価
で
す
が
、
実
際
に
評
価
員
の
訪
問

を
受
け
る
「
実
地
調
査
」
に
お
い
て
、
各
種
取
り
組
み
の
プ
ロ
セ
ス
や

成
果
の
重
要
性
に
加
え
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
ど
う
把
握
し
、
ど
の
よ
う

に
構
成
員
や
社
会
全
体
に
周
知
で
き
て
い
る
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
し
、
学
外
の
評
価
員
な
ら
で
は
の
異
な
っ
た
視
点

に
よ
る
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
内
だ
け
の
限
ら
れ

た
目
線
で
は
ど
う
し
て
も
見
過
ご
し
て
し
ま
う
点
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
極
め
て
貴
重
な
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、個
々
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。本
学
が
重
視
し
て
い
る
地
域
連
携
・
地
域
貢

献
に
関
し
て
、平
成
26
年
度
に
迎
え
た
創
立
50
周
年
を
機
に
、地
域
連
携

に
か
か
わ
る
い
く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
点
な
ど
が
長
所

に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
井
学
長　

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
経
営
学
部
は
地
元
企
業
と
創
立
50
周
年
に
ち
な
ん
だ
「
学
長

ラ
ム
ネ
」
「
梅
ラ
ム
ネ
」
の
開
発
の
ほ
か
、
奈
良
県
中
小
企
業
家
同
友

会
と
の
協
定
に
基
づ
い
た
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
創
立
50
周
年
を
迎
え
て
か
ら
も
、
同
学
部
の
ほ
か
、
文

化
創
造
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
の
教
員
や
学
生
が
地
元
奈
良
の
伝
統
野

菜
を
素
材
と
し
た
「
大
和
ベ
ジ
サ
イ
ダ
ー
あ
か
ね
＆
ま
な
」
の
開
発
を

行
う
な
ど
、
企
業
と
の
連
携
は
ま
す
ま
す
広

が
り
、
学
生
に
も
効
果
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
地
域
連
携
に
関
し
て
は
、
現
代
生
活

学
部
の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動

や
外
国
人
留
学
生
を
語
学
講
師
と
し
て
派
遣

す
る
地
域
密
着
型
の
国
際
交
流
の
取
り
組

み
、
さ
ら
に
は
、
公
開
講
座
に
つ
い
て
も
奈
良
と
い
う
地
域
特
性
を
生

か
し
て
社
会
へ
の
貢
献
を
進
め
て
い
る
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

蓮
花
副
学
長　

地
域
連
携
・
地
域
貢
献
は
本
学
と
し
て
も
か
な
り
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
長
所
に
あ
げ
ら
れ
た
公
開
講
座
に
つ
い
て
は
、

考
古
学
研
究
所
・
附
属
博
物
館
を
中
心
と
し
て
、「
市
民
大
学
講
座
」
な

ど
数
多
く
の
開
催
実
績
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
大
学
院
心

理
科
学
研
究
科
に
お
け
る
教
育
の
実
践
と
研
究
だ
け
で
な
く
、
地
域
貢

献
の
場
と
し
て
開
設
し
た
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
も
、

そ
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
特
定
の
分
野
に
偏
ら

ず
多
方
面
に
わ
た
る
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
が
本
学
の
教
育
研
究
活
動

の
成
果
を
広
く
地
域
社
会
へ
還
元
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
と
し
て
、
評
価
さ

れ
た
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
本
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
奈
良
県

と
「
県
内
大
学
生
が
創
る
奈
良
の
未
来
事
業
」
を
進
め
て
お
り
、
経
営
学

部
学
生
に
よ
る
奈
良
へ

の
若
者
誘
致
を
め
ざ

し
た
観
光
ゲ
ー
ム
ア
プ

リ
「
シ
ギ
サ
ン
8
」
の

開
発
が
実
現
し
（
本
誌

15
ペ
ー
ジ
参
照
）
、
さ

ら
に
は
、
若
い
世
代
の

野
菜
摂
取
量
を
増
や

す
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
食
物
栄
養
学
科

の
学
生
を
中
心
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
奈
良
県
五
條
市

と
の
包
括
協
定
に
基

づ
き
、
道
の
駅
「
吉
野
路
大
塔
」
に
お
い
て
、
学
生
が
運
営
す
る
画
期
的

な
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
『T

EZU
cafe

』（
テ
ヅ
カ
フ
ェ
）
の
運
営
も
開
始

し
（
本
誌
5
ペ
ー
ジ
参
照
）
、
さ
ら
に
本
年
度
か
ら
地
域
貢
献
活
動
を
総

合
的
か
つ
組
織
的
に
遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
連
携
推
進
委

員
会
も
開
設
さ
れ
、
今
後
も
よ
り
深
く
広
い
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
学
生
支
援
に
お
い
て
も
、
学
習
支
援
室
の
活
動
に
加
え
、

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
（
※
注
１
）
（
通
称
：
C3
（
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）
）
や

「
地
域
交
流
サ
ロ
ン
」
の
活
用
に
つ
い
て
、
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

岩
井
学
長　

学
習
支
援
室
は
従
来
、
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
の
み

に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
か
ら
奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

開
設
し
ま
し
た
。
教
職
員
に
よ
る
個
別
学
習
や
個
別
相
談
の
ほ
か
、
教

職
課
程
だ
け
で
な
く
、
就
職
や
資
格
取
得
に
つ
な
が
る
正
課
外
活
動
の

支
援
に
つ
い
て
、
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。

蓮
花
副
学
長　

学
生
の
自
主
的
な
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
C3

（
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）
や
地
域
交
流
サ
ロ
ン
は
学
生
の
グ
ル
ー
プ
学
習
に

積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
は
奈
良
・
学
園
前
キ
ャ

ン
パ
ス
16
号
館
に
自
習
室
を
開
設
し
、
正
課
外
の
学
習
時
間
の
確
保
に

つ
な
が
る
よ
う
学
生
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

授
業
時
間
外
学
習
時
間

と
い
う
点
で
は
、
本
学

が
開
発
し
た
ｅ-­

ラ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
Ｔ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
（
※
注
２
）
も
学
生
の

学
習
時
間
の
有
効
活
用

に
資
す
る
こ
と
で
授
業

時
間
以
外
で
の
予
習
・

復
習
を
促
進
し
て
い
る

と
し
て
、
長
所
に
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
全
学
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

積
極
的
な
Ｆ
Ｄ
活
動
（
※
注
３
）
を
展
開
し
て
お
り
、
学
生
に
よ
る
授
業
改

善
ア
ン
ケ
ー
ト
や
公
開
授
業
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
運
営
に
役
立
つ
取

り
組
み
や
工
夫
を
集
め
た
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
テ
ィ
ッ
プ
ス
集
」
を
と
り

ま
と
め
教
員
に
配
付
し
て
い
る
こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
西
全
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
長　

Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
喫
緊
の

課
題
に
加
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
い
か
に
進
め
る
か
と
い
っ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
各
学
部
・
学
科
の
改
革
の
現
状
や
課

題
を
学
内
で
共
有
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ

学長×副学長×全学教育開発センター長×文学部長×人文科学研究科長
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1

平成16年度からすべての大学等は、その教育研究水準の向上に資するため、教育研究、組織運営及び施設設備等
の総合的な状況について、７年以内ごとに認証評価機関による評価（認証評価）を受けることとなっています。
本学は2014（平成26）年度に公益財団法人大学基準協会による２度目の認証評価を受審し、大学基準に「適合」し
ていると認定されました。

本学では特色ある教育研究活動を数多く展開しており、このたびの認証評価において、特に優れた５つの取り組み
が特筆すべき「長所」として認められました。岩井学長はじめ、これらの取り組みに尽力されている先生方に評価
を受けての感想と今後についてお話しいただきました。

子育て支援センター　地域に開かれた施設として、子育てに関する相談活動や地域
の保護者や子どもたちの交流支援をはじめ、「つどいの広場」や「親子教室」などの
子育て支援プログラムを企画・実施しています。

市民大学講座　1997年にスタートした市民大学講座には毎回多くの方が参加。
2015年７月現在で通算350回を超える開催実績を有する歴史ある講座です。

こころのケアセンター　こころのケアセンターでは臨床心理士が心の問題を抱え
る地域住民を対象にカウンセリングや遊戯療法等を行っています。また、対人場
面に困難を有する小学生とその保護者のためのグループ活動も行っています。

観光ゲームアプリ「シギサン8」　「県内大学生が創る奈良の未来事業」において、
若者を奈良に呼び込むための観光ゲームアプリを奈良県との共同プロジェクトにより
開発。学生たちは企画力、調査分析力、折衝能力など多くの実践的な力を身につけて
います。　※「シギサン8」はApp Store/Google playからダウンロード可能です。

岩井 洋 学長

蓮花 一己 副学長
（教学支援・地域連携担当）
心理科学研究科長・図書館長

（
※
注
１
）ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
：
教
員
に
よ
る
一
方
向
的
な
講
義
形
式
の
教
育
と
は

異
な
り
、
学
修
者
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取
り
入
れ
た
教
授
・
学
習
法
の
総
称
。
発

見
学
習
、
問
題
解
決
学
習
、
体
験
学
習
、
調
査
学
習
の
ほ
か
、
教
室
内
で
の
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
等
も
有
効
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
方
法
で
あ
る
。

（
※
注
２
）Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｓ（ Tezukayam

a Internet Educational Service 

）：
本
学
が
開
発

し
、
１
９
９
７
年
か
ら
学
内
外
で
広
く
に
活
用
さ
れ
て
き
た
統
合
型
e‌

-

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね
、
ラ
イ
ブ
配
信
を
は
じ
め
、
講
義
資
料
の
配
付
、
小
テ
ス

ト
の
実
施
、
レ
ポ
ー
ト
や
課
題
の
提
出
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、
複
数
の
有
用
な
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
で
き
る
。

（
※
注
３
）Ｆ
Ｄ（Faculty D

evelopm
ent

）：
教
員
が
授
業
内
容
・
方
法
を
改
善
し
向
上
さ

せ
る
た
め
の
組
織
的
な
取
組
の
総
称
。
具
体
的
に
は
教
員
相
互
の
授
業
参
観
の
実
施
、
授
業

方
法
に
つ
い
て
の
研
究
会
の
開
催
、
新
任
教
員
の
た
め
の
研
修
会
の
開
催
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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特集 Special Feature 2
五條市×帝塚山大学 地域連携事業

道の駅学生レストラン

「TEZUcafe（テヅカフェ）」オープン！
プ
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
（
※
注
４
）

の
作
成
に
取
り
組
む
な
ど
学
生
の
学
習
成
果

に
注
目
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
生
と
一
緒
に
通
常
授
業
を
受
講
し

た
高
校
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
率
直
な

声
を
Ｆ
Ｄ
に
結
び
つ
け
る
な
ど
し
て
お
り
、
授

業
改
善
を
効
果
的
か
つ
有
効
的
に
促
進
す
る
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
、
こ
れ
ら
の
Ｆ
Ｄ
に
か
か
る
一
連
の
活
動
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
公
開
授
業
に
今
以
上
に
多
く
の
教
員
が
参
加
し
、
自
ら
の
授
業
を

見
つ
め
な
お
す
機
会
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
教
授
会
等
を
通
じ
て
全
教

員
の
意
識
向
上
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
部
・
研
究
科
レ
ベ
ル
で
も
、
文
学
部
日
本
文
化
学
科
の
「
学
外
実

習
」
や
、
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
の
臨
地
講
義
科
目
「
奈
良
学
特

論
」
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
協
定
に
よ
る

現
地
研
修
の
実
施
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
学
位

授
与
方
針
（
※
注
５
）
に
沿
っ
て
、
奈
良
と
い
う
地
域
性
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
科
目
を
配
置
し
、
学
部
と
研
究
科
の
一
貫
性
を
保
つ
教
育
課

程
を
編
成
し
て
い
る
こ
と
が
長
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
水
学
部
長　

日
本
文
化
学
科
の
特
色
と
し
て
、
基
礎
科
目
に
加
え

て
、
各
教
員
が
専
門
分
野
に
応
じ
て
企
画
す
る
「
学
外
実
習
」
を
年
間

30
回
も
実
施
し
て
お
り
、
奈
良
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
建
造
物
や
博
物

館
な
ど
で
の
体
験
学
習
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
古
代

瓦
の
作
成
、
民
俗
調
査
の
記
録
、
源
氏
物
語
か
る
た
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
、
体
験
に
基
づ
い
た
深
い
教
養

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
設
置
し
た

文
化
創
造
学
科
で
は
、
地
域
と
密
着
し
た
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

源
城
研
究
科
長　

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

で
開
講
し
て
い
る
臨
地
講
義
科
目
「
奈
良
学

特
論
」
は
、
教
員
の
リ
レ
ー
講
義
と
し
て
行

い
、
学
生
の
研
究
・
調
査
に
お
い
て
、
専
門

分
野
だ
け
で
な
く
、
隣
接
領
域
に
至
る
視
野

の
拡
大
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
本
研
究
科
で
は
、
3
か
月
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
取

り
組
み
を
実
施
し
、
高
度
な
専
門
職
業
人
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

一
方
、
評
価
結
果
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
伺
っ
た
よ
う
な
長
所
と
し

て
認
め
ら
れ
た
特
色
あ
る
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
改
善
を
要
す
る
課

題
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
評
価
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

は
ど
う
動
き
ま
す
か
。

岩
井
学
長　

長
所
だ
け
で
な
く
、
大
学
院
を
中
心
に
い
く
つ
か
改
善
す

べ
き
課
題
に
つ
い
て
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。
評
価
結
果
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
長
所
の
一
層
の
進
展
、
課
題
の
確
実
な
改
善
を
推
進
し
、
大

学
全
体
と
し
て
教
育
研
究
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
、
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
改
善
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
は
、

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
を
中
心
に
本
年
か
ら
の
3
年
間
に
ど
の
よ
う

な
方
法
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
改
善
を
図
っ
て
い
く
の
か
を
ま
と
め
た
改

善
計
画
書
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
評
価
員
か
ら
も
「
実
施
で
き
て

い
る
の
に
外
部
に
見
え
て
い
な
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
い
て

お
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
目
に
見
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
は
理
念
を
大
切
に
し

な
が
ら
、「
実
学
の
帝
塚
山
大

学
」を
標
榜
し
、「
現
実
を
見
据

え
、
現
実
か
ら
学
び
、
現
実
に

深
く
関
わ
る
」特
色
あ
る
教
育

を
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

源城 政好
人文科学研究科長

清水 婦久子
文学部長

大西 智之
全学教育開発センター長

帝
塚
山
大
学
は
、
平
成
25
年
よ
り
奈
良

県
五
條
市
と
の
包
括
的
な
連
携
協
定
に

基
づ
く
地
域
連
携
事
業
と
し
て
様
々
な

取
組
み
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

よ
り
現
代
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科
の

河
合
洋
見
教
授（
五
條
市
観
光
大
使
、
専

門
：
臨
床
栄
養
、
給
食
経
営
管
理
）指
導

の
下
、
管
理
栄
養
士
を
志
望
す
る
学
生

た
ち
が
、
道
の
駅「
吉
野
路
大
塔
」（
奈
良

県
五
條
市
大
塔
町
阪
本
２
２
５

−

６
）で

T
EZU

cafe

（
テ
ヅ
カ
フ
ェ
）
運
営
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

本
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
国
土
交
通
省
の

「
観
光
振
興
や
地
域
振
興
を
学
ぶ
学
生

の
課
外
活
動
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場

と
し
て
活
用
し
た
い
」

と
い
う
方
針
に
基
づ

き
、
奈
良
国
道
事
務
所

か
ら
協
力
依
頼
を
受

け
て
連
携
企
画
型
の

事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
か
ら
調
理
・
接
客

に
い
た
る
ま
で
全
て
を
学
生
が
運
営
す

る
と
い
う
画
期
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ

り
、
五
條
市
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
な
ど
を

用
い
て
学
生
が
開
発
し
た「
帝
塚
山
大
学

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
」を
道
の
駅
利
用

者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

4
月
30
日（
木
）
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
道
の
駅

「
吉
野
路
大
塔
」
向
い
の
大
塔
郷
土
館
駐

こ
の
日
の
試
食
会
で
出
席
者
に
振
舞

わ
れ
た
試
食
メ
ニ
ュ
ー
は
ジ
ビ
エ
鹿
肉

カ
レ
ー
で
、そ
の
場
で「
大
塔
カ
レ
ー（
だ

い
と
う
カ
レ
ー
）」
と
命
名
。
カ
レ
ー
と

共
に
、
こ
ち
ら
も
本
学
で
開
発
し
た「
大

和
ベ
ジ
サ
イ
ダ
ー
あ
か
ね
」も
ふ
る
ま
わ

れ
、
さ
わ
や
か
な
サ
イ
ダ
ー
が
ス
パ
イ

シ
ー
な
カ
レ
ー
の
口
直
し
に
ぴ
っ
た
り

合
う
、
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

試
食
会
の
後
、
い
よ
い
よ
本
格
営
業
開

始
と
な
っ
た
店
内
に
は
、
早
速
た
く
さ
ん

の
お
客
様
が
来
ら
れ
、
お
客
様
か
ら「
お

い
し
い
！
」と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
た

学
生
た
ち
の
笑
顔
は
達
成
感
に
満
ち
、
輝

い
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
取
組
が
学
生
に
と
っ
て
活
き

た
課
外
学
習
と
な
り
、
か
つ
大
学
の
地
域

連
携
に
よ
る
新
た
な
地
域
活
性
化
の
事

例
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

車
場
に
て
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
、
事
業
主

体
代
表
と
し
て
太
田
好
紀
五
條
市
長
、
本

学 

岩
井
洋
学
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、

協
力
団
体
代
表
と
し
て
樫
内
成
吉
一
般

財
団
法
人
大
塔
ふ
る
里
セ
ン
タ
ー
理
事

長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
の
祝
辞
と
祝
電
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移

し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
に
掲
げ
ら
れ
た
看

板
の
除
幕
式
と
店
内
で
の
試
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

実
現
す
る
た
め
に
行
政
、
企
業
、
地
域
と
と
も
に
実
社
会
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
学
部
・

学
科
の
目
玉
と
な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
部
間
連
携
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
大
学
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

創
立
51
年
目
を
迎
え
た
本
年
は
新
し
く
命
を
切
り
開
く「
回
生
元
年
」

と
し
て
す
で
に
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
次
の
50
年
に
む
け
て
、
新
し
い

帝
塚
山
大
学
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

先
生
方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1 �ジビエ鹿肉カレー　2 河合教授とゼミ生たちによるオープニング挨拶
3 �厨房で奮闘する学生たち　4 �マスコミの取材も多数ありました
5 �人気の和定食　6 �珍しいジビエ鹿肉カレーにお客様も笑みがこぼれる�

メニューを始めとしたレストラン最新情報はこちらから
河合ゼミTwitter：https://twitter.com/tzk_kawaizemi

Ｃ3（シーキューブ）　グループやプロジェクトを通した学生の主体
的な学びを促進できる学習環境として奈良・東生駒キャンパス図書館
内に開設されたアクティブ・ラーニング・スペース。名称は創立50周
年事業の一環として、在学生、教職員の公募により命名されました。

学習支援室　学習支援室では教職員による個別学習相談のほか、教員
をめざす学生を対象に筆記試験から面接、模擬授業など教員採用試験
に対応したプログラムも展開。仲間と学びあう相乗効果も出ています。

学外実習　世界文化遺産の地・奈良というロケー
ションを生かして、日本文化学科では年間30回にも
及ぶ学外実習を実施しています。（写真は大阪歴史
博物館）

（
※
注
４
）カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
：
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
は
、

教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
の
流
れ
、
お
よ
び
各
授
業
科

目
の
つ
な
が
り
を
示
し
た
も
の
。
学
習
内
容
の
順
次
性
と
授
業
科
目
間
の
関
連
性
を
同
時

に
図
示
化
し
た
も
の（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
）で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
体
系
性
が
一
望
で

き
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
を
実
現
す
る
た
め
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
成
上
の
方
針（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）を
示
す
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
、

科
目
ご
と
に
、
学
生
が
そ
れ
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
何
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
か（
到
達

目
標
）を
表
し
て
い
る
。

（
※
注
５
）学
位
授
与
方
針（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）：
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
の
こ
と
。「
入
学
者
受
入
れ
の
方
針（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
」

「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）と
あ
わ
せ
て
3
つ
の
方

針
と
呼
ば
れ
る
。

※
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
よ
り
引
用（
一
部
要
約
）

1

2

3

4

5

※
大
学
基
準
協
会
か
ら
出
さ
れ
た
評
価
結
果
等
に
つ
い
て
は
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
自
己
点
検
・
評
価
、認
証
評
価
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.tezukayam

a-u.ac.jp/aboutus/disclosure/
evaluation.htm
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現代生活学部 こども学科
基礎演習Ⅰで「小学校を知る」シンポジウム開催！

  「小学校を知る」ということ、アクティブ・ラーニングを体験するということの二つを狙い、
こども学科 1 年生の基礎演習Ⅰの一環として実施しました。元小学校教諭経験者のこども学
科教員のほか、ゲストとして帝塚山小学校長の池田節先生にもご登壇いただきました。

基礎ゼミごとに、「小学校を知る」ための質問を考えてプレゼンし、各先生方から採点し
ていただきました。回答は時間の都合上、高得点の質問に限られましたが、小学校に対し
てどんな疑問を持っているかを共有できる良い機会になりました。

文学部 文化創造学科
宇陀市「ふるさと元気村」を訪問

5 月 23 日（土）、1年生必修科目「奈良学 A」の臨地講義として、村田武一郎教授の
ガイドのもと、宇陀市文化芸術活動体験交流施設「ふるさと元気村」を訪問しました。
今回は、地元の食材だけでつくられた美味しい昼食をいただいた後、グループに分か
れて陶芸、着物リフォーム、藍染、ペーパークラフト、木工、切り絵を体験させていた
だきました。地元の方々との触れ合いを通して学生たちは「おもてなし」の大切さを学
んだようです。

経済学部 経済学科
子ども向けイベントを育児サークルと共催

経済学部「プロジェク
ト演習・地域政策（担当：
荒木大惠助教、寺地祐
介准教授）」では、昨年
6 月以来、生駒市内の育
児サークル、いこま育児
ネットとタイアップし、
生駒駅北口広場（ベルテ
ラス生駒）で「つなげて
遊ぼうプラレール」とい
う子ども向けイベントを

共催しています。「子ども」と「経済」、一見すると繋がりがなさそうにも見
えますが、子どもを呼び込むことで、生駒駅周辺に賑わいを作り、駅周辺
の商業活動を活性化させることを目的としています。今年は 4 月に 6 回、
5 月に 3 回開催しました。

現代生活学部 居住空間デザイン学科
帝塚山学園・学園前キャンパス6号館改築工事
を見学

5 月 14 日（木）に、居住
空間デザイン学科 2 年生は
学園前キャンパスで行われ
ている建築工事の見学を行
ないました。建物は仕上げ
工事を進めている段階のた
め、作業の様々な工程を見
ることができ、工事に関す
る理解が深まりました。

さらに、設計者の意図を
確認するために施工者が書きおこした多量の詳細図面や部品図を見せ
ていただきました。工事に必要な図面の多さに学生は驚いていました。
施工者の大林組の担当者からは、施工管理において重要な安全や品質に
ついての説明がありました。

文学部 日本文化学科
奈良公園を中心に学外実習を実施

5 月 9 日（土）、学外実
習で「奈良公園」を中心に
散策しました。学外実習
は、本学が奈良に立地し
ているという利点を生か
した「本物体験型授業」で、
1 年生全員が履修してい
ます。1 年生が学生同士
や教員との絆を深められ
るように、また、日本文化
学科の学生として奈良中
心部の歴史や文化を知り、以後の学習の基盤にできるようにという目的で、
履修者全員が参加して、連休明けの一日、日本文化の中心スポットを散策
しました。

現代生活学部 食物栄養学科
食物栄養学科学生が作成した献立を学生食堂で
提供！！

食物栄養学科学生が給食経営
管理実習で実施した献立、「さっ
ぱり中華だれのから揚げ定食」

（5 月 18 ～ 20 日）、「豆腐ハン
バーグ定食」（5 月 28、29 日）を
学園前キャンパスの学生食堂で
提供しました。

また、尾立ゼミの学生が考案
した「菜の花の和え物」、「新じゃ
がいものそぼろ煮」などの 5 つ
の副菜メニュー（5 月 18 ～ 22 日）を東生駒キャンパスの学生食堂で提供
しました。

学生が考案したメニューを他の学生が食堂で食べるという機会は、学生
同士の交流や食に対する意識の向上（食育）に繋がっています。

経営学部 経営学科
産学連携によるオリジナルスノーゴーグルの開発企画

経営学部穐原寿識講師のゼミと、江坂に本社
をかまえる眼鏡・サングラス・ゴーグルメーカー
株式会社 DUKE で、オリジナルスノーゴーグル
開発の産学連携プロジェクトがはじまりました。

大学生にとってスノーボードは身近なスポー
ツであり、またゴーグルはスノーボードで必須
のアイテムです。帝塚山大学オリジナルモデル
を作るにあたり、そのコンセプトはずばり｢大学
生が着けたくなるゴーグル｣としました。そこに、

帝塚山大学らしい｢キズナ｣・｢無限の可能性｣という独自のエッセンスを加えて、学生達自身でデザ
インや価格、そしてプロモーションまで考えていく企画です。

ゼミ生による学内での大規模なマーケティング調査や、ゼミ内での企画会議の結果を持って、5 月
下旬に株式会社 DUKE 本社を訪問しました。企画会議では、参加者の紹介・学生によるプレゼン・
質疑応答など終始ほど良い緊張感を持って行われました。その後、牧野副社長によりマーケティング
戦略を具体的にご指導していただきました。最後に、学生達に来期発売のスノーゴーグルの全ライ
ンを実際に試着させていただきながら、デザインの方向性やコンセプトにそったモノ作りについて真
剣にディスカッションを行いました。今後は、デザインや価格設定を行っていく予定です。

文学部 英語コミュニケーション学科
中期留学修了生の体験報告会

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー
ション学科の 2 年生で
2014 年 度 後 期 に 3 ヶ
月間ポートランド州立
大学に中期留学してい
た学生 3 名が、帰国後
に体験報告会を行いま
した。アメリカでの楽
しかった出来事だけで
なく、うまくコミュニ
ケーションが取れず悔
しい思いをしたなど、敢

えて苦い体験談も盛り込むことで、これから派遣留学などで留学する
学生にもいい刺激になったようです。発表者の 3 名は、帰国後も、それ
ぞれの留学体験を生かして、各自の将来の目標に向かって勉強を続け
ています。

法学部 法学科
「特殊講義（消防組織と消防
実務）」開講！

法学部では、今年
４月から「特殊講義

（消防組織と消防実
務）」を開講していま
す。この授業は、奈
良県内すべての消防
組織から現役の消防
幹部を講師としてお
招きし、それぞれの
消防の組織や活動、
消防官としての心構
えなどについて、経験に基づいて語っていただ
くものです。全国でも類を見ない現職の消防官
によるこの講義は、生駒市消防本部からスター
トし、奈良市消防局、奈良県広域消防組合と続
きます。

09 05心理学部 心理学科
「下宿生・留学生を励ます会」を開催します10

ゴールデンウィークも過ぎ、大学生活もようやく落ち着く時期となりま
したが、一方で新入生のみなさん、とりわけ親元を離れた下宿生や留学生
は食生活の乱れが気になったり、ホームシックにかかったりしやすい頃で
もあります。心理学部では、そういう人たちを支援し、激励する意味で、毎
年６月に「下宿生・留学生を励ます会」を開催しています。教員や上級生
たちが温かく歓迎し、ともにふれあい、学年を超えた絆を深めていきます。

06 01

0207 0308

04

7　University Letter no.37 University Letter no.37　6



本学教員の執筆図書紹介
Introducing Teacher Research Books

TEZUKAYAMA
 books

都と

鄙ひ

に
普あ
ま
ねく
薬
局
、
薬
店
が
存
在
す
る

よ
う
に
な
る
以
前
の
町
や
村
の
住
民
は
、多

く
売
薬
行
商
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た
。こ
の

売
薬
行
商
の
根
拠
地
と
し
て
代
表
的
な
と

こ
ろ
が
越
中
と

大
和
で
、「
富
山

売
薬
」「
大
和

売
薬
」の
名
で

全
国
に
知
ら
れ

て
い
る
。
な
か

で
も
富
山
売
薬

の
代
表
的
な
丸

薬「
反は
ん

魂こ
ん

丹た
ん

」

「
万ま
ん

金き
ん

丹た
ん
」は
最

こ
の
椅
子
は
、
20
世
紀
初
頭
、ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
建
築
家
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ
ニ
ー
・
マ
ッ
キ
ン

盛
期
に
は
百
二
十
種
類
余
り
の
薬
を
中
部
・

関
東
を
中
心
に
売
り
歩
き
、
大
和
売
薬
の

商
圏
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
全
国
に
販
売
網
を

も
っ
た
。し
か
し
、江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃

に
は
大
和
・
近
江
の
売
薬
が
勢
力
を
伸
ば

し
、大
和
・近
江
売
薬
は
近
畿
地
方
中
心
に
、

富
山
売
薬
は
東
日
本
を
中
心
に
行
商
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
売
薬
商
人
は
、紺
色
の
大
風
呂

敷
で
五
段
の
柳
行
李
を
包
ん
で
背
負
っ
て
い

た
。一
番
上
の
最
も
小
さ
い
柳
行
李
に
は
、

帳
面
、矢
立
、算
盤
、硯
箱
、弁
当
、と
き
に

小
燭
台
、厨
子
も
入
れ
る
。二
段
目
に
は
得

意
先
に
も
っ
て
い
く
土
産
物
、三
段
目
に
は

ト
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
。当
時
、産
業
革
命
に
よ
っ
て
発

展
し
活
気
の
あ
っ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
中
心

に
活
動
し
て
い
た
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
は
、

建
築
家
や
芸
術
家
の
集
団「
グ
ラ
ス
ゴ
ー

派
」を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
多
く
の
建

築
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
家
具
等
に
お
い
て
特

有
の
作
品
群
を
創
出
し
た
。

こ
の
椅
子
の
名
前
、「
ウ
ィ
ロ
ー
」は
マ
ッ

キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た「
ウ
ィ

ロ
ー
・
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
」
と
い
う
名
の
カ

フ
ェ
か
ら
き
て
お
り
、
1
階
ホ
ー
ル
の
支

配
人
の
た
め
の
椅
子
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
家
具
、

照
明
器
具
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
カ
ー
テ

ン
等
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
店
の
メ
ニ
ュ
ー
、

店
員
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
、ト
ー
タ
ル
・

デ
ザ
イ
ン
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
画

期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
今
で
も
世
界
的
な

観
光
の
場
所
と
し
て
こ
の
カ
フ
ェ
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
黒
い
椅
子
は
座

る
と
い
う
よ
り
イ
ン
テ
リ
ア
の
重
要
な
ア

ク
セ
ン
ト
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
黒
い

格
子
状
の
背
も
た
れ
に
特
徴
が
あ
る
。
日

本
の
窓
格
子
に
も
似
て
、
日
本
人
に
も
人

気
の
高
い
椅
子
の
一
つ
で
あ
る
。

売
薬
商
人

ウ
ィ
ロ
ー
・
チ
ェ
ア

（W
illow

 chair

）1904

年

帝
塚
山
大
学
名
誉
教
授
（
元
・
帝
塚
山
大
学
学
長
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
・
文
学
博
士

岩
井
　
宏
實

現
代
生
活
学
部 

居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科 

准
教
授

矢
部
　
仁
見

民
俗 

よ
も
や
ま

噺は

な

し

帝
塚
山
大
学
所
蔵 C

hair G
allery

紹
介

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
大和路の各地で歴史と文化を学ぶ

人文科学研究科の『奈良学特論』は、大和路の各地を訪れ、歴史と文化を学ぶ授業です。ここでは、宇陀市での見学を
報告しましょう。

集合は、三重との県境に近い無人駅。院生たちは、「こういうところにまで足を運ぶのが『奈良学特論』の魅力」と張り
切っていました。歩いて安産寺へ。公民館を兼ねる無住のお堂です。地元の皆さんと対話したあと、重要文化財の地蔵菩
薩像をじっくり拝観。平安前期の木彫仏が、里の人びとに護られてきたことにも感激したようです。

龍穴神社を見学したあと、室生寺へ。金堂には、本体が光背に比べて小さすぎる仏像があります。安産寺のお地蔵さん
は、かつてこの室生寺の金堂に安置されていて、その色鮮やかな光背を背負っていたらしいのです。
「本来の組み合わせを、いつか見てみたいですね」。安産寺でもらした感想を、もう一度つぶやく院生たちでした。

11

心理科学研究科 心理科学専攻
学術イベントを開催しました

5 月 9 日（土）、心理科学研究科恒例の学術イベントを開催しました。今年
は「個人、グループ、社会へとひろがるカウンセリングをめざして」と題し、
カウンセリングが専門の河越隼人専任講師と中地展生准教授がそれぞれの
立場からカウンセリングの意義や展開についての小講演を行い、また、学会
賞を受賞した大学院生や修了生らによる研究発表も行われました。当日は
すっきりしない天気ではありましたが、会場は大いに賑わいました。

12

法政策研究科 世界経済法制専攻
国際派弁護士を目指して勉強中！

国際私法を専攻している博士前期課程 2 年の胡立宜（コ リツギ）さんは、
黄軔霆（コウ ジンテイ）准教授の指導のもと「不法行為の準拠法について―
日中国際私法の比較を中心に」というテーマで修士論文を執筆中です。黄先
生は「胡君は、かねてより国際的不法行為の準拠法決定に問題意識を持って
おり、入学後は早々と研究テーマを決めて、論文執筆の準備をしてきまし
た」と話します。胡さんは「将来は中国に戻り、国際派弁護士として活躍し
たい」と夢を語ってくれました。

13

経済学研究科 経済学専攻
税理士をめざす大学院生、岡原秀徳さんに直撃！

「税理士志望コース」専攻の博士前期課程 2 年の岡原秀徳さんは、伊原豊
實教授による指導のもと「我が国の電子商取引の変化と消費課税の及ぼす
影響」をテーマに研究を進めています。岡原さんに現在の研究状況を伺うと

「今は電子商取引が引き起こす消費税収損失額の推計を行っています」と答
えてくれました。岡原さんは研究の他に、8 月に行われる税理士試験のため
の勉強もしており、休日は息抜きにオートバイに乗り三重方面までツーリ
ングに出かけているそうです。

14

CAMPUS REPORT
2015 Apri l - Ju ly

回
収
し
た
服
用
残
り
の
古
薬
、四
段
目
、五

段
目
に
新
配
置
の
薬
を
入
れ
る
か
、特
に
五

段
目
は
桐
の
間
仕
切
り
を
入
れ
、薬
の
種
類

を
明
瞭
に
し
て
お
い
た
。

こ
う
し
た
売
薬
商
人
は
、
得
意
先
で
四よ

方も

山や
ま

話ば
な
しを
し
な
が
ら
そ
の
地
域
の
あ
ら
ゆ

る
情
報
に
通
で
、
自
分
の
見
聞
し
て
き
た

他よ

所そ

の
土
地
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
新
し
い

生
活
技
術
な
ど
を
教
え
た
り
し
て
、
情
報

交
換
を
し
た
。
人
々
は
居
な
が
ら
に
し
て

行
っ
た
こ
と
も
な
い
地
方
の
状
況
や
世
間

の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
き
に

は
売
薬
商
人
が
縁
談
の
橋
渡
し
を
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

源城 政好
（文学部 教授）分担執筆

清水寺
成就院日記 第一巻
株式会社法藏館 ￥9,720

牟田口 章人
（文学部 教授）分担執筆

藤原鎌足と阿武山古墳
吉川弘文館 ￥3,024

牟田口 章人
（文学部 教授）分担執筆

平安色彩美への旅
〜よみがえる鳳凰堂の美〜
平等院ミュージアム鳳翔館
￥1,200

梶本 元信
（経済学部 教授）分担執筆

経済発展と交通・通信
関西大学出版部 ￥2,700

宮本 順二朗
（経営学部 教授）分担執筆

経営分析事典
税務経理協会 ￥4,752

山本 隆宣
（心理学部 教授）分担執筆

NUTRITIONAL SUPPLEMENTS
IN SPORT, EXERCISE AND HEALTH
ROUTLEDGE
Hardcover £110.00
Paperback  £39.99

服部 敦子
（文学部 講師）分担執筆

京丹後市の美術
京丹後市史編さん委員会編集
京丹後市役所発行 ￥4,300 

王 冬蘭
（経済学部 教授）主編、分担翻訳

日本謡曲選
吉林出版集団有限責任公司
68.00 元

マーク J. シェフナー（文学部 教授）
冨田 新（経営学部 准教授）
梶本 元信（経済学部 教授）
訳

学校で教えない
大恐慌・ニューディール
株式会社大学教育出版 ￥1,944

河口 充勇
（文学部 准教授）分担執筆

百年伝承的秘密
浙江大学出版社 28.00 元

（著者名50音順）

大学院生の胡立宜さん、指導教員の黄軔霆准教授

指導教員の伊原豊實教授、大学院生の岡原秀徳さん

売薬の薬行李
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研究室訪問Office Introduction

度
か
ら
学
部
長
と
し
て
学
部
の
舵
取

り
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
東
生

駒
キ
ャ
ン
パ
ス
3
学
部
で
実
施
す
る

ア
ド
バ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

な
ど
、
創
造
的
な
仕
事
を
楽
し
み
な

が
ら
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
演
習
Ⅰ
で
は
学
生
た
ち

に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
さ

せ
て
い
る
の
か
、
お
教
え
く

だ
さ
い
。

今
年
度
か
ら
、
岩
井
学
長
主
導

で
3
学
部（
経
済
・
経
営
・
法
）
共

通
の
初
年
次
教
育
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
っ
て
指
導

し
て
い
ま
す
が
、
学
部
な
り
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
学
生
達
に
は
教
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
自
校
教
育
の
回
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
法
学
部
で
は「
帝
塚

山
学
園
・
大
学
・
法
学
部
を
知
る
」と
題

し
て
実
施
し
、
学
園
や
学
部
に
関
係
す
る

歴
史
を
学
ん
だ
り
、
校
歌
や
祝
歌
を
歌
っ

た
り
、
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
で
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、ご
覧
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
学
生
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
入
生
に
は
学
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る「
不
退
転
」と
と
も
に「
前
後
際
断
」と

い
う
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
過
去（
前
際
）

の
失
敗
や
未
来（
後
際
）
へ
の
不
安
を
断

ち
切
っ
て
現
在
を
精
一
杯
生
き
る
と
言
う

意
味
な
の
で
す
が
、
学
生
生
活
を
大
切
に

悔
い
の
な
い
よ
う
精
一
杯
過
ご
し
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

法学部／法学科

末吉研究室

国際法で
世界を改善できる
法学部／法学科

末吉 洋文 教授 HIROFUMI SUEYOSHI 

1997 年神戸市外国語大学外国語学部国際関係学科卒業、2002 年同大学院終了（学
術博士）。2003 年帝塚山大学法政策学部専任講師、2007 年准教授、2013 年〜
2014 年カリフォルニア大学バークレー校ロースクール客員研究員。2014 年法学
部教授、2015 年 4 月より法学部長。女子バスケットボール部コーチも務める。

末
吉
先
生
の
ご
専
門
と
研
究
の
い
き

さ
つ
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

国
際
法
で
す
。
小
学
校
か
ら
ず
っ
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
本
来
は
、
体
育
大
学
へ
の
進

学
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
高

校
生
の
時
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
紛
争
を
知
っ
て
、
段
々

と
国
際
関
係
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
帝

塚
山
大
学
に
来
て
か
ら
は
、

「
平
和
学
」
も
担
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
研
究
の
幅

が
広
が
り
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
平
和
の
研
究
を
さ
れ
て
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
研
究
で
し
ょ
う
か
。

博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は「
国
際
の
平
和
お

よ
び
安
全
に
関
す
る
国
連
事
務
総
長
権
限

の
研
究
」と
題
し
、黙
示
的
権
限
に
つ
い
て

研
究
し
ま
し
た
。世
界
平
和
の
問
題
と
な
る

と
安
全
保
障
理
事
会
が
注
目
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
事
務
総
長
も
国
連
憲
章
上
は
そ
れ

な
り
の
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
し
、実

際
に
は
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
、そ
の
点
に
注
目
し
ま
し
た
。

末
吉
先
生
に
と
っ
て
、
そ
の
専
門

分
野
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
の
国
際
社

会
に
お
い
て
、特
に
環
境
問
題
や
テ
ロ
リ
ズ

ム
の
防
止
な
ど
国
際
協
力
が
ま
す
ま
す
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、国
際
法
を

道
具
と
し
て
世
界
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
法
的
な
観
点
か
ら
国
際
社
会
を

俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で

し
ょ
う
か
。
法
学
部
で
の
私
の
役
割
も
、

国
内（
法
）
に
目
を
向
け
が
ち
な
学
生
た

ち
の
視
野
を
広
く
す
る
こ
と
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い

て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

就
職
活
動
や
そ
の
後
の
人
生
に
お
い

て「
学
生
時
代
は
こ
れ
に
打
ち
込
ん
だ
」

と
学
生
が
言
え
る
よ
う
、
自
分
で
決
定
し

た
テ
ー
マ
で
の
論
文
の
執
筆
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
生
は
大
変
で
し
ょ
う
け
ど
、
乗

り
越
え
た
壁
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
後

の
人
生
に
と
っ
て
自
信
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
学
生
た
ち
と
は
一
緒
に
ご
飯
を

食
べ
に
行
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
教
室
を

離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
褒
め
た
り
叱
っ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
研
究
の
方
向
性
や
抱
負
に
つ

い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

研
究
に
つ
い
て
は
、
初
心
に
帰
る
つ
も

り
で
国
連
研
究
を
再
び
始
め
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
混
迷
す
る
国
際
社
会
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
国
連
が
果
た

す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
課
題
も
増
え
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
。
ま
た
、
今
年

法学部を志望した動機について教えてください。
　私は将来警察官になりたいと考えています。
その夢を実現するには、法学部で公務員コース
があり、さらに警察官に力を入れている大学が
良いと思い調べてみたところ、この大学が一番
適していると思いました。現職警察官による講
義など警察官を目指す私にとって最も充実した
授業内容となっており、また少人数制の授業に
も魅力を感じて帝塚山大学を志望しました。

これからの石川さんの学習計画を教えてください。
　１年次は法学についての基礎知識をしっかり
と身に付け、２年次からは公務員講座も開講さ
れるので、採用試験に向けての勉強も早めから
取り組んでいきたいと思っています。また、特殊
講義の警察研究や警察実務など法学部ならでは
の専門科目は、是非受講したいと思います。法律
の授業だけでなく、社会や歴史などの教養科目
にも力を入れ、幅広い知識を身に付けたいと思
います。

法学部で学ぶことをふまえ、卒業後の進路にど
のように活かそうと思いますか。
　法学部で学ぶことは、単に法律の知識だけで
なく法律に関わる人間や社会についても学べ、
日常生活で生じる様々な問題に対しても的確な
判断力を身に付けることができます。また、思考
力も養われると思います。これらを社会に出た
時、しっかりと役立てることができるように、こ
れから法学部でしっかりと学んでいきたいと思
います。

ゼミ生の声The Voice of Seminar Students

末吉先生の共著

石川 公貴 さん（1 年）

「警察官採用試験受験生のための特別実践講義」
にも学部で取組んでいます。

警察官を目指す学生に向けて、
末吉先生自身が面接官となっ
て、本番さながらの模擬面接を
行っています。
終了後には良かった点や悪かっ
た点について、一人ずつ親身に
指導されています。
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クラブ・サークルを通して、学内外で活躍する帝大生。
学生たちの元気な姿をお届けします。

クラブ・サークル活動

CLUB ACTIVITIES

今年度より関西大学バレーボール連盟１部リー
グ（12 大学）への昇格を果たした女子バレーボー
ル部は、春季リーグ戦において第５位の好成績を

残して終了しました。
開幕順位 10 位としてスタートした彼女たちは、上位・下位

各６チームを決める一次リーグで並み居る強豪を相手に苦戦を
強いられたものの、園田学園女子大学との試合（４月 19 日）で
勝利をおさめてからは一気に波に乗り、３連勝をもぎ取って二
次リーグ（１～６位決定戦）へと駒を進めました。

以降も格上のチーム相手に、帝塚山バレーが実践する持ち前
の粘り強さで接戦を繰り広げ、終わってみれば５チームを一気
に追い越し、驚異の大躍進となりました！

また、個人賞については、各賞を１位・２位となった龍谷大学・
千里金蘭大学の選手が占めるなか、唯一ひとり本学から松島夏

葉さん（経営学部経営学科２年）がブロック賞に選ばれ、個人と
しても「帝塚山」の名を知らしめる活躍を見せてくれました。

上位リーグではこれまで手の届かなかった常勝の強豪校とも
一戦を交え、いよいよ頂点を視野に捉えた彼女たち。秋季リー
グ戦の目標は、おのずとその「てっぺん」となるのでしょう。

引き続き彼女たちが創り出す感動のドラマに、温かいご声援
をお願いいたします！

阪神大学野球連盟 1 部リーグ所属の硬式野
球部は春季リーグ戦に挑み、前年度秋季と同
じ第４位の成績で終えました。

学年が替わってリフレッシュされた新チームは、あと１本
のヒットに恵まれず落とす試合もあるなど未完成な点も見
られることから、秋季リーグに向けては更なる練習を積み、
チーム一丸となって勝利を目指してまいります。

また、太田洵さん（経済学部経済学科４年）、澤田匡士志さ
ん（同２年）の両選手が、７月 16 〜 28 日にオランダ・ロッ
テルダムで開催される国際野球連盟（IBAF）公認「第15回ワー
ルドポート・ロッテルダム国際野球大会」に全日本大学野球
連盟公認日本代表（Team Japan）選手として、また中川徹監
督がチームコーチとして出場することが決定しました！

出場に際して太田さんは、「投げる機会を与えて頂ければ、
存分に自分の力を発揮したい。」

澤田さんは「貴重な体験を楽しみながら、思い切ったプ
レーで全力を尽くします。」とコメントを寄せてくれました。

１部リーグ初参戦で上位リーグ入り、そして第５位の大躍進！Pick up!
女子

バレーボール部

アメリカンフットボール部 BISONS では、新入生への勧誘活動において昨年度よ
りも力を入れて行ったところ、新たに 5 人が入部してくれました。その 5 人を含め

た全員で挑んだ春の大阪芸術大学戦では、見事 BISONS が勝利しました！また、その後の天理
大学との合同練習では、相手選手からのアドバイスを受けるなど多くのことを学ぶことができま
した。これらの実戦で見つかった課題は、日々の練習でしっかり改善していきたいと考えていま
す。夏休みも他大学との練習試合や社会人のチームとの合同練習も予定しています。メンバー
全員、毎日を充実させて秋のリーグ戦本番に向けて頑張っていきます！

カレッジスポーツとして大人気！アメリカンフットボール部『BISONS』アメリカン
フットボール部

  水泳サークルは、帝塚山小学校のプールにて、総勢 24 名で活動しています。「ゆっ
たりと泳いで運動不足を解消したい」「みんなで楽しく泳ぎたい」「試合に出て自己記録

を伸ばしたい」など、それぞれの目的やレベルは様々ですが、毎週和気藹々と楽しみながら泳いで
います。また、小学校の生徒のみなさんへの指導補助も行っています。日ごろの練習とは違った難
しさがありますが、学生にとっても貴重な体験と学びの場となっています。7 月には奈良市民体育
大会もあり、出場希望者は自己記録更新に向けての練習のラストスパートとなります。健康管理・
記録更新・仲間とのつながり、それぞれの目的を持ち、今後も活動を続けていきます。

毎週楽しみながら泳いでいます！水泳
サークル

結成して初めての 5 月の試合は悔しい結果に終わりましたが、誰かが
ミスをしても、声をかけあってフォローをしたり、ベンチからの大きな

応援の声が外野にまで響き渡り、大変良い雰囲気で楽しい試合となりました。そし
て、初戦の悔しい結果をバネとして挑んだ 7 月の試合では初勝利をおさめることが
できました。発足して間もないチームですが、今後の試合に向け、練習に励みます
ので皆様応援よろしくお願いします！

5月30日、7月5日に練習試合が行われました軟式野球
Ｐenguins

Pick up!
硬式野球部

快挙！Team Japanに
太田洵さん、澤田匡士志さん、中川徹監督が選ばれる

奈良・東生
駒 CAMPUS

奈良・東生
駒 CAMPUS

奈良・学園
前 CAMPUS

初夏らしい好天に恵まれた 5 月 20 日、「てづか Farm」サークルメンバーが
JA ならけん職員のご指導の下、夏野菜の植え付けを行いました。昨年より畑の

畝も 3 列増え、水道環境も整い、効率のよい作業が出来ました。今回はさつまいも・とう
もろこし・ゴーヤ・枝豆・オクラ・ピーマン・ししとう・ごぼう・きゅうりという多種の
野菜を植え付け、収穫まで、メンバーが大切に育てます。今年から新入生 13 名も加入し総
勢 41 名となった「てづか Farm」、今後の活躍が楽しみです。

夏野菜を育てます！てづか
Farm

奈良・学園
前 CAMPUS

児童福祉ボランティア 「どれみ♪」（準クラブ）に所属する学生 23 名が、5 月3 日か
ら 5日の３日間、平城京跡にて行われた「平城京 天平祭」に参加しました。当日は、綿菓

子の模擬店運営や参加者の皆さんと一緒に、鹿さんバイザー・鹿の折り紙作りを行いました。新た
に加入した新入生にとっては初めての行事となりましたが、先輩学生のサポートを受けながら、多
くのお子様と笑顔で触れ合う事ができました。また、お子様だけではなく保護者の皆様も一緒に鹿
の折り紙を楽しまれていた姿が印象的で、和やかな場となりました。当日までに折り紙で沢山の鹿を
折って準備をしてきた甲斐もあり、150 名以上の多くの方に参加していただき、「今後もこのような
活動を続けていきたい」という学生みんなの意欲がさらに高まった 3日間となりました。

「平城京 天平祭」に参加しましたどれみ♪ 奈良・学園
前 CAMPUS

奈良・学園
前 CAMPUS

5 月 24 日、畿央大学・近畿大学・帝塚山大学・奈良女子大学のヘルスチーム
菜良のサークルメンバー総勢 52 名の学生が集まり交流会を行いました。各大学

より、去年の活動報告を発表し、これまでに作った食べ物から1つを持ち寄りました。今後、4
大学で実施してみたい活動などをグループに分かれて意見を出し合うこともでき、学生にとり
有意義な交流会となりました。

4大学の交流会で活動報告を発表！ヘルスチーム
菜良

奈良・学園
前 CAMPUS

奈良・東生
駒 CAMPUS

日本代表（Team Japan）メンバーに選ばれた太田さんと澤田さん

13　University Letter no.37 University Letter no.37　12



Close-up NEWS
クローズアップニュース

1

入
職
を
決
意
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

両
親
が
料
理
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い

る
関
係
で
、
ホ
テ
ル
へ
食
事
に
行
く
機
会

が
多
く
、何
度
も
利
用
す
る
う
ち
に
、ホ
テ

ル
の
雰
囲
気
、ホ
テ
ル
に
流
れ
る
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
気
が
好
き
な
ホ
テ
ル
フ
ァ
ン
の

一
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
や

勉
学
な
ど
色
々
な
経
験
を
経
て
、
サ
ー
ビ

ス
業
の
奥
深
さ
や
楽
し
さ
に
目
覚
め
、
ホ

テ
ル
マ
ン
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

就
職
活
動
を
始
め
る
際
、
多
く
の
お
客

様
を
お
迎
え
し
、
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
た

伝
統
の
あ
る
ホ
テ
ル
に
勤
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
見
学
に
回
っ
た
ホ
テ
ル
の
中
で

も
、
奈
良
ホ
テ
ル
は
歴
史
・
格
式
、
廊
下

で
す
れ
違
う
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
の
素
晴
ら

し
さ
な
ど
、
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い「
本
物
感
」
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。「
こ
の
奈
良
ホ
テ
ル
で
自
分
自
身

も
最
高
の
お
も
て
な
し
が
出
来
る
ホ
テ
ル

マ
ン
に
な
り
、
寛
ぎ
の
空
間
を
造
る
一
員

に
な
り
た
い
。」「
奈
良
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
い
き
た
い
。」
と
思
っ
た
こ
と

が
志
望
す
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

今
年
で
入
社
6
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ホ
テ
ル
の
各
部
署
で
サ
ー
ビ

ス
業
務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

総
務
企
画
部 

経
営
企
画
課 

兼 

総
務
課
に

て
、
財
務
状
況
な
ど
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

見
通
し
や
課
題
を
把
握
し
、
経
営
計
画
を

立
て
て
、
そ
の
実
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
こ
と
が
私
の
仕
事
で
す
。

お
仕
事
を
す
る
上
で
、工
夫
し
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
業
務
、ベ
ル
・
フ
ロ

ン
ト
、セ
ー
ル
ス
、ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
ホ
テ
ル
の
仕
事
を

す
る
中
で
、そ
の
場
そ
の
場
で
必
要
と
感
じ

る
こ
と
を
、
何
で
も
積
極
的
に
学
び
吸
収

し
て
い
く
こ
と
が
、お
客
様
の
安
心
感
や
満

足
感
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
あ
り

ま
す
か
？

  

「
一
生
に
一
度
は
奈
良
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ

て
み
た
い
！
」と
い
う
憧
れ
を
持
っ
て
お
ら

れ
た
出
張
中
の
新
聞
記
者
の
お
客
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。お
話
を
す
る
中
で
誕

生
日
で
あ
る
と
い
う
事
を
お
伺
い
し
ま
し

た
の
で
、一
緒
に
お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、と
て
も
感
動
さ
れ
、「
一
生
の

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。是
非
奈
良
ホ
テ
ル

で
の
滞
在
を
記
事
に
し
た
い
。」と
い
う
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ホ
テ
ル

マ
ン
は
お
客
様
の
思
い
出
の
1
ペ
ー
ジ
に

立
会
い
、そ
の
旅
の
印
象
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
存
在
で
あ
る
の
だ
と
、こ
ち
ら
ま
で

心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
ホ
テ
ル
は
、
創
業
１
０
６
年
を
迎

え
た
今
で
も
、お
も
て
な
し
の
精
神
が
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て

き
た
こ
と
、こ
れ
か
ら
業
務
を
通
じ
て
学
ん

で
い
く
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、常
に
お
客

様
の
こ
と
を
考
え
、こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年

に
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
な
ホ
テ
ル
マ
ン
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

自
分
で
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
た
経

験
は
、
業
種
を
問
わ
ず
、
必
ず
仕
事
に
役

立
つ
瞬
間
が
訪
れ
ま
す
。
お
客
様
や
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
な
ど
の
色
々
な
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
す
る
に
は
、
幅
広
い
知
識
、
経
験
が
必

要
で
す
。
皆
さ
ん
、
学
業
、
部
活
、
趣
味
、

友
達
と
の
思
い
出
作
り
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
事
で
も
良
い
の
で
、
自
分
磨
き
に
励

み
、
し
っ
か
り
と「
学
生
」
と
い
う
有
意

義
な
時
間
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
ね
。

経
営
学
部

生
が
制
作
に

携
わ
っ
た
奈

良
観
光
ゲ
ー

ム
ア
プ
リ「
シ

ギ
サ
ン
8
」

が
、
平
成
27
年

3
月
末
に
一
般

に
向
け
て
リ
リ
ー
ス
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
観

光
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
は
、奈
良
県
の「
県
内
大

学
生
が
創
る
奈
良
の
未
来
事
業
」２
０
１
２

年
度
の
公
募
に
お
い
て
公
開
審
査
を
経
て

優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
県
と
共
同
で
約
3
年

間
の
年
月
を
か
け
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

制
作
の
目
的
は
、大
学
で
学
ぶ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
知
識
を
い
か
し
た
誘
客
で
、20
代
前

後
の
若
者
に
向
け
、
彼
ら
と
同
年
代
の
大

学
生
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
携
帯
型
端

末
を
通
し
て
奈
良
の
観
光
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
信
貴
生
駒
近
辺
の

社
寺
の
魅
力
を
発
信
す
る
に
あ
た
り
、
経

営
学
部
生
が
実
際
に
30
以
上
の
社
寺
を
訪

ね
歩
い
て
情
報
を
収
集
し
ま
し
た
。
ア
プ

リ
で
は
、由
緒
あ
る
お
寺
の
一
人
息
子
・
ス

ク
ネ
と
、
い
つ
も
身
体
に
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
装
着
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

人
間
・
ミ
チ
ノ
シ
の
二
人
を
中
心
に
、
謎

の
女
性
経
営
者
・
イ
ナ
ギ
な
ど
計
12
名
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、信
貴
生
駒
近
辺

の
社
寺
に
ま
つ
わ
る
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
ま

す
。こ
の
ア
プ
リ
は
、App Store

お
よ
び

Google Play

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と

な
っ
て
お
り
、「
シ
ギ
サ
ン
8
」と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

リ
リ
ー
ス
を
記
念
し
て
、実
際
に「
シ
ギ

サ
ン
8
」を
使
っ
て
信
貴
生
駒
近
辺
の
社

寺
を
訪
ね
て
み
よ
う
と
、
学
生
・
教
員
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
ア
プ
リ
制
作
に
関
わ
っ

た
経
営
学
部
の
特
殊
講
義
・
地
域
政
策
分

析
演
習（
担
当
： 

菅
万
希
子
准
教
授
）の
受

講
生
達
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
を

立
案
し
、
行
き
先
は
奈
良
県
生
駒
郡
に
あ

る
朝
護
孫
子
寺
に
決
ま
り
ま
し
た
。
朝
護

孫
子
寺
は「
シ
ギ
サ
ン
8
」の
中
で
1
つ
め

の
課
題（
ク
エ
ス
ト
1
）と
さ
れ
て
い
る
場

所
で
、１
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、

大
き
な
張
り
子
の
虎「
世
界
一
福
寅
」で
も

有
名
な
お
寺
で
す
。

5
月
末
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
と
2
年

生
の
小
島
和
也
く
ん
が
中
心
と
な
っ
て
作

成
し
た
し
お
り
を
手
に
持
ち
、
参
加
者
は

生
駒
駅
構
内
に
集
合
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

参
加
者
の
履
修
授
業
の
都
合
も
あ
り
、
2

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、異
な
る
時
間
帯
で

の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
奈
良
県
庁
の
職

員
の
方
も
含
む
先
発
組
の
約
18
名
は
13
時

頃
、
後
発
組
の
約
13
名
は
15
時
頃
に
生
駒

駅
か
ら
近
鉄
生
駒
線
に
乗
車
し
、
信
貴
山

下
駅
で
下
車
し
て
朝
護
孫
子
寺
の
ふ
も
と

に
あ
る
信
貴
大
橋
を
目
指
し
ま
し
た
。
交

通
機
関
で
移
動
し
て
い
る
間
に
も
、「
シ
ギ

サ
ン
8
」を
起
動
し
、ゲ
ー
ム
中
に
登
場
す

る
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
エ
イ
ト
が
位
置
情
報

を
追
跡
し
て
地
図
上
を
南
下
し
て
い
る
様

子
を
確
認
し
ま
し
た
。
2
グ
ル
ー
プ
と
も

信
貴
山
観
光
i
セ
ン
タ
ー
前
で
、「
シ
ギ
サ

ン
8
」の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
4
年
生
の

海
藤
広
樹
く
ん
か
ら
ア
プ
リ
の
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。
信
貴
山
観
光
i
セ
ン
タ
ー
か

ら
世
界
一
福
寅
ま
で
徒
歩
で
移
動
す
る
間

に
、ク
エ
ス
ト
1
が
解
放
状
態
と
な
り
、朝

護
孫
子
寺
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
紐
解
か
れ

て
い
き
ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
な
が
ら
赤
門
か
ら

入
り
、
三
寅
の
福
・
胎
内
く
ぐ
り
を
抜
け

て
、
階
段
を
登
り
な
が
ら
本
堂
を
目
指
し

歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
水
屋
で
一
息
つ
い

て
か
ら
参
詣
道
の
石
段
を
登
り
、
本
堂
に

到
着
。
本
堂
の
舞
台
か
ら
奈
良
盆
地
を
一

望
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
に
感
嘆
し

ま
し
た
。
先
発
組
は
そ
の
ま
ま
、
後
発
組

は
剱
鎧
護
法
堂
や
開
運
橋
に
立
ち
寄
っ
た

後
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
朝
護
孫
子
寺

へ
の
参
詣
は
初
め
て
と
い
う
参
加
者
が
多

く
、「
シ
ギ
サ
ン
8
」を
機
に
、
信
貴
生
駒

近
辺
の
社
寺
の
奥
深
い
魅
力
の
一
端
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奈
良
観
光
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ「
シ
ギ
サ
ン

8
」は
リ
リ
ー
ス
直
後
か
ら
話
題
と
な
り
、

新
聞
・
テ
レ
ビ
等
の
各
種
報
道
媒
体
で
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
を

緩
め
ず
、
さ
ら
な
る
知
名
度
向
上
の
た
め

に
、
現
在
、
奈
良
県
と
と
も
に「
シ
ギ
サ

ン
8
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1 �朝護孫子寺本堂に向けて階段をのぼる
2 �世界一福寅の前で記念撮影（日置ゼミ、松

木ゼミ、鈴木ゼミの学生たちが合同で）
3 �世界一福寅の前で記念撮影（特殊講義 地

域政策分析演習の受講生たち）
4 �本堂から奈良盆地を望みながら談笑
5 �本堂下の水屋でほっと一息

Introduce graduate

卒
業
生
紹
介

大学時代の思い出 ～仲間～
弓道部に所属し、毎日のように練習に励んでいました。弓道文化の奥深さを体
感し、京都の三十三間堂で行われる弓道人の成人式である通し矢や小笠原同
門によって奉納される大的式に参加させていただき、日本の文化の素晴らしさ
や美しさに触れることが出来ました。また、ゼミで学び、ゼミのスローガンに
もなっていた「知識の前に心を育てる大切さ」、「気配りや思いやり」という先
生からの教えはホテルマンになった現在も常に心に刻んでおります。学生時代
は、勉強でもクラブでも興味のあることに対して、一生懸命取組み、有意義な
時間を過ごすことが出来ました。全てが今の自分の力になっています。

大野 翔吾さん
経営情報学部 経営情報学科（現：経営学部 経営学科）
2010年3月卒業

株式会社奈良ホテル勤務

公式戦での勇姿

弓道場にて部員の仲間たちと

2 3
4 5

スマートフォン用の奈良観光ゲームアプリ「シギサン 8」がリリースされました !
観光アプリを片手に、フィールドワークに行きました

▲上記バーコードを読み取って
アプリをダウンロード！
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▼
16
日

ミ
ス
帝
塚
山
の
寺
前
沙
倭
さ
ん
が
一
日
警
察
署
長
に

奈
良
県
警
察「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
お
い
て
、ミ
ス
帝
塚

山
の
寺
前
沙
倭
さ
ん（
現
代
生

活
学
部
こ
ど
も
学
科
2
年
）が

奈
良
西
警
察
署
の
一
日
警
察

署
長
を
委
嘱
さ
れ
、シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
と
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。

▼
23
日

平
成
27
年
度
大
学
後
援
会
総
会
・
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
ラ
ブ
総
会
を
開
催

在
学
生
の
保
護
者
の
皆
様
で
組
織
さ
れ
て
い
る

大
学
後
援
会
と
、
大
学
後
援
会
の
Ｏ
Ｂ
組
織
で
あ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
総
会
が
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ

ン
パ
ス
６
号
館
で
開
催
さ
れ
、
役
員
人
事
や
予
算
等

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
24
日

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
各
学
科
の
体
験
授

業
の
ほ
か
、
帝
塚
山
大
生
に
リ
ア
ル
な
学
生
生
活
が

聞
け
る「
先
輩
と
ト
ー
ク
Ｄ
Ｅ
カ
フ
ェ
」や
、「
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
24
日

第
48
回
帝
塚
山
大
学
同
窓
会
総
会
を
開
催

帝
塚
山
大
学
同
窓
会（
わ
か
み
ど
り
会
）の
総
会

と
懇
親
会
が
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
に
お
い
て
、
開
催

NEWS & TOPICS帝塚山

職員紹介

成内 有奈
学生支援センター学生生活課
学生相談室カウンセラー

（奈良・学園前キャンパス）

学生相談室は、奈良・東生駒キャ
ンパスと奈良・学園前キャンパス
にそれぞれあります。学生の皆さん
の中には「学生相談室ってどんな所
だろう？」「学生相談室があるのは
知っているけど、何を話せばいいの
だろう。」と思う方がいると思いま

す。学生相談室は、ご自身の心の悩みや学業のこと、友だちや恋人の
こと、部活やバイトのことなど、皆さんの様々な相談を聞く所です。

様々な悩みをカウンセラーと話をして、悩んでいることの解決
策を一緒に見つけていくことができればと思っています。気軽に
相談室までお越しください。

江見 清香
学生支援センター学生生活課 保健担当

（奈良・東生駒キャンパス）

保健室では日々の学生の健康管理とは別に、年
2 回、啓発イベントを実施しています。これらのイ
ベントは、学生に自分自身の健康について考える
機会にしてほしいという思いから開催しています。
まず、禁煙イベントです。これは本学が来年度、全
面禁煙になることから、禁煙相談や指導、受動喫
煙防止啓発のため実施しています。もうひとつ、エ
イズキャンペーンでは、エイズに限らず性行為感

染症に対する正しい知識を指導しています。
これらのイベントを通して、大学生活の間に健康について正しい知識を身に

つけて、将来、後悔することのないように、健康で充実した生活を過ごしてもら
いたいと考えています。平日は毎日、保健室の相談対応も行っているので、何か
健康上の悩みなどがあれば、ぜひ保健室を利用してください。

　河合洋見教授の指導の下、すべて自分たちで取り組み、さまざまな障害を互いに励
まし合いながら乗り越えて迎えたオープン当日。接客や厨房での学生たちは少し緊張
した様子でしたが、プレオープンから何度も議論を繰り返して反省点を改善した甲斐
もあり、厨房とホールが見事に連携した姿が見られました。 店内には、学生たちが3
月から清掃、片付け、飾り付けをする様子の写真が飾られ、毎日３時間かけて大阪や
奈良から通って、一心に準備に取り掛かる姿が印象的でした。この取り組みを通して
学生たちは大きく成長したことでしょう。また、マスコミ各社から多数の取材もいた
だき、大きな話題となりました。（オープン当日の様子は本誌５ページに掲載しております）

あかね祭（新入生歓迎会）を開催！
4 月 26 日、第 9 回あかね祭（新入生歓迎会）を奈良・学園

前キャンパスにて開催しました。今年のテーマは「願い～新た
な一歩～」。来場される方々の願いが叶うよう、あかね祭実行委
員会は準備に取り組んでまいりました。当日は好天にも恵まれ、
新入生をはじめ、在学生、地域の方など、昨年度を上回る 2000
名超の来場者がありました。また平成 27 年度は、帝塚山短期
大学（帝塚山大学短期大学部）の最後の卒業生が巣立ってから
10 年という節目の年に当たるため、帝塚山大学と帝塚山短期
大学同窓会が連携し、帝塚山短期大学卒業生と教職員が旧交を
温め、より強いコミュニティーを育むための交流事業として「第
1回 帝塚山短期大学ホームカミングデー」を同時開催いたしま
した。奈良・学園前キャンパスにはあちこちで笑顔があふれ、
新たな一歩のはじまりを予感させる一日となりました。

て
い
る
学
科
の
教
職
員
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
と
歓
談

し
な
が
ら
、
本
学
の
学
び
に

つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

▼
24
日

生
駒
市
図
書
館
共
催
公
開
講
座
を
開
催

今
年
で
27
年
を
迎
え
た
生
駒
市
図
書
館
と
の
共
催

講
座
。
今
回
は「
古
代
の
説
話
と
人
び
と
の
な
り
わ

い
」
を
テ
ー
マ
に
、
奈
良
時

代
に
作
成
さ
れ
た「
播
磨
国

風
土
記
」
な
ら
び
に
平
安
時

代
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る

「
日
本
霊
異
記
」を
中
心
に
解

説
。
参
加
さ
れ
た
多
く
の
受

講
者
の
方
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

▼
7
日
～
21
日

第
3
回
貴
重
書
展
「
写
本
か
ら
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
、

活
版
印
刷
」
を
開
催

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン

パ
ス
図
書
館
本
館
に
お
い

て
開
催
。
13
世
紀
か
ら
17
世

紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
つ
く
ら
れ
た
写
本
零
葉
、

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
、
活
版
印

刷
本
な
ど
を
中
心
に
約
40

点（
期
間
中
に
展
示
替
え
あ

り
）を
展
示
し
ま
し
た
。

▼
1
日

第
52
回
帝
塚
山
大
学
入
学
式
、
第
27
回
帝

塚
山
大
学
大
学
院
入
学
式
を
挙
行

入
学
式
は
二
部
制
で
行
わ
れ
、
第
一
部

で
文
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
法

学
部
、
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
大
学

院
経
済
学
研
究
科
、
大
学
院
法
政
策
研

究
科
を
、
第
二
部
で
心
理
学
部
、
現
代
生

活
学
部
、
大
学
院

心
理
科
学
研
究
科

の
入
学
式
を
挙
行

し
、
新
た
な
帝
塚

山
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

メ
ン
バ
ー
を
迎
え

ま
し
た
。

▼
4
日

保
護
者
対
象
就
職
説
明
会
を
開
催

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、3
年

生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
就
職
説
明
会

を
開
催
。
岩
井
洋
学
長
か
ら
の
挨
拶
に
続

い
て
、「
本
学
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

取
組
・
今
後
の
採

用
動
向
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
な
さ
れ
、

盛
況
の
ま
ま
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

▼
8
日

新
入
生
歓
迎
会
を
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た

表紙の人　TEZUcafe（テヅカフェ）を立上げた河合ゼミのみなさん

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ

ス
の
体
育
館
で
、
執
行
委
員

会
主
催
の
新
入
生
歓
迎
会
を

開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ

や
サ
ー
ク
ル
が
新
入
生
勧
誘

の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、

会
場
は
７
０
０
名
を
超
え
る

新
入
生
で
ほ
ぼ
満
員
と
な
り

ま
し
た
。

▼
7
日
・
8
日

平
成
27
年
度
帝
塚
山
学
園
特
別
奨
学
金
受
給
者
の
表

彰
式
を
実
施

本
学
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
奈
良
・

学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
平
成
27
年
度
帝
塚
山
学

園
特
別
奨
学
金
受
給
者
へ
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岩
井
洋
学
長
か
ら
学
生
一
人

ひ
と
り
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
、

参
加
し
て
い
た
教
員
や
他
の

学
生
た
ち
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▼
12
日

奈
良
ダ
イ
ハ
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
に
出
展

奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
奈
良

ダ
イ
ハ
ツ
株
式
会
社
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
に

本
学
も
出
展
。
本
学
の
取
り
組
み
紹
介
や
、
学
生

が
開
発
し
た「
大
和
ベ
ジ
サ
イ
ダ
ー
あ
か
ね
＆
ま

な
」
の
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

さ
れ
、
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
役
員
人

事
や
予
算
の
承
認
な
ど
、
予
定
さ
れ
て
い

た
議
題
は
す
べ
て

異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
最
後

は
、
帝
塚
山
大
学

の
歌「
こ
の
丘
に

立
て
ば
」
を
全
員

で
歌
っ
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

▼
5
日

新
入
留
学
生
歓
迎
異
文
化
交
流
会
を
開
催

外
国
人
留
学
生
と
一
般
学
生
や
教
職
員

と
の
交
流
の
機
会
も
兼
ね
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
4
月
に
入

学
し
た
外
国
人
留

学
生
に
一
般
学
生

や
教
職
員
も
合
わ

せ
て
約
２
０
０
名

の
参
加
が
あ
り
、

大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

▼
14
日

保
護
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
・
Ａ
Ｏ
入
試
説
明
会
を
開
催

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
本
学
初
の
開
催
と
な
る「
保
護
者
の

た
め
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」が
開
催

さ
れ
、
２
０
０
名
を
越
え
る
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
は
進
学
を
考
え

April

M
ay

5
月

June

6
月

July

7
月

4
月

河合ゼミ生と河合洋見教授（現代生活学部食物栄養学科／写真・左）、
藤原永年教授（同学科長／写真右上）、尾立純子教授（同学科／写真右下）
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INFORMATION&

EVENT NEWS

August-December

お知らせ・
イベントニュース

夏季一斉休業のお知らせ
帝塚山大学は、8月12日（水）〜 8月18日（火）まで、夏季一斉休業期
間となっています。お電話、メール等のお問合せにはお応えできません
ので、あらかじめご了承ください。メールやホームページからのお問合
せに対しては、一斉休業終了後に順次対応させていただきます。

Information from the General Affairs Division

総務課からのお知らせ
奈良・学園前キャンパス
に「自習室」が
出来ました。
　奈良・学園前キャンパス
16号館７階16709教室は、
共同研究室として利用されて
いましたが、新しく生まれ変
わり全学生が使える自習室となりました。
　奈良・学園前キャンパスに設置されている心理学部と現代生活学
部は、国家試験を含む多くの資格取得を目標としているため、学生
の学習に対する意欲が高く、学生も学内において授業時間外の学習
に積極的に取り組んでいます。学生を対象とした「学生生活改善に
向けたアンケート」にも、自習室の整備が要望のトップとなってい
たことなどに応えるため、この度、自習室の整備を行いました。
　今後、学生の主体的な学びの空間を提供することで、学内におけ
る学修時間の充実が期待されます。

帝塚山大学 キャリアセンター資格取得担当窓口
奈良・東生駒キャンパス 9号館2F

Tel  0742-48-9708
 shikaku-h@jimu.tezukayama-u.ac.jp
奈良・学園前キャンパス 16号館2F

Tel  0742-41-4751
 shikaku-g@jimu.tezukayama-u.ac.jp

■ 申し込み方法
申し込みされる講座内容、および日程をご確認のう
え、以下の方法でお申し込みください。
※不明な点があれば、キャリアセンター資格コーナーに
てお問い合わせください。

	 ❶ 資格コーナーにてお申し込み
	 �キャリアセンター資格コーナー窓口にて、手続き方法

をご案内させていただきます。
	� 開講が決定しましたら、料金のお支払い方法など、お

申し込み時に登録いただいたメールアドレスへお送り
します。

	 ❷ Webサイトからお申し込み
	 専用のWebサイトからのお申し込みも可能です。
	� http://www.tezukayama-u.ac.jp/career/extension/
	 トップページ→お申し込みフォーム
	 必要事項を専用フォームにご入力ください。
	� お申し込みいただいてから、資格コーナーより確認の

ご連絡がありますので、しばらくお待ちください。
	� 開講が決定しましたら、料金のお支払い方法など、お

申し込み時に登録いただいたメールアドレスへお送り
します。

	 ※�8/12～8/18は大学一斉閉鎖期間のため、キャリアセン
ターは閉室となっております。この期間内は資格コー
ナーでのお申し込みはできかねますので、ご注意くだ
さい。また、連絡が遅れる場合がありますので、ご了
承ください。

	 申し込みにあたっての注意
	 ・�講座スケジュールは変更になる場合がありますの

で、ご了承ください。
	 ・�一旦申し込み手続きをされた後は、理由の如何に

関わらず受講料は返金できませんので、講座スケ
ジュール等を確認してお申し込みください。

	 ・�申し込み者数が最少開講人数に満たない場合は、不
開講になる場合があります。あらかじめご了承くだ
さい。

	 ・�申し込み者の連絡先等の個人情報については、厳重
に管理いたします。

講座名
受講料

（テキスト代
込）

応募
締め切り キャンパス 講座開始日

通
年
講
座

公務員試験 対策講座
教養コース ¥119,200 8/8（土）

13:00
まで

奈良・東生駒 別途掲示

公務員試験 対策講座
大阪府警対策コース ¥97,000 奈良・東生駒 別途掲示

夏
期
集
中
講
座

Microsoft® Office Specialist 
Word 2013 講座 ¥22,900

8/8（土）
13:00
まで

両キャンパス 8/19（火）

Microsoft® Office Specialist 
Excel® 2013 講座 ¥22,900 両キャンパス 8/31（月）

秘書検定 講座 準1級 ¥27,300 両キャンパス 9/5（土）

秘書検定 講座 2級 ¥27,300 両キャンパス 東生駒：9/3（木）
学園前：9/5（土）

TOEIC® 入門 講座 ※1 ¥10,900 奈良・東生駒 8/24（月）
宅地建物取引士資格試験 対策
講座（演習コース） ※2 ¥30,100 奈良・東生駒 7/11（土）

リテールマーケティング
（販売士）検定 講座 2級 ¥37,200 奈良・東生駒 8/19（水）

簿記検定 講座 3級 ¥27,300 奈良・東生駒 8/26（水）
CompTIA® 認定資格 講座 ¥7,500 奈良・東生駒 9/15（火）
TOEIC® 基礎 講座 ¥24,800 奈良・学園前 9/7（月）
色彩検定 講座 2級 ¥34,600 奈良・学園前 9/4（金）
色彩検定 講座 3級 ¥26,900 奈良・学園前 9/19（土）
カラーコーディネーター検定
試験 ® 講座 3級 ¥32,400 奈良・学園前 9/19（土）

Illustrator®クリエイター能力認
定試験 講座（スタンダード） ¥30,000 奈良・学園前 9/1（火）

後
期
講
座

Microsoft® Office Specialist 
Word 2013 講座 ¥22,900 8/8（土）

13:00
まで

両キャンパス 東生駒：10/10（土）
学園前：10/16（金）

Microsoft® Office Specialist 
Excel® 2013 講座 ¥22,900 両キャンパス 東生駒：10/14（水）

学園前：10/17（土）

秘書検定 講座 2級 ¥27,300

10/29
（木）
17:00
まで

両キャンパス 東生駒：11/9（月）
学園前：11/14（土）

ファイナンシャル・プランニン
グ技能検定 講座 2級 ¥36,100 奈良・東生駒 11/6（金）

ファイナンシャル・プランニン
グ技能検定 講座 3級 ¥35,100 奈良・東生駒 11/7（土）

住宅ローンアドバイザー試験 
講座 ¥29,700 奈良・東生駒 11/4（水）

リテールマーケティング
（販売士）検定 講座 3級 ¥27,100 奈良・東生駒 11/14（土）

簿記検定 講座 3級
（演習コース） ※３ ¥17,200 奈良・東生駒 2016/1/23（土）

2015年度（夏期・後期）資格講座のご案内

8月～10月より開講予定の講座をご紹介いたします。
※各講座の詳細スケジュールなどは『資格取得講座ガイド2015』および『資格コーナーWebペー
ジ』をご参照ください。

卒業生アンケートを実施します
　1990年度以降の卒業生を対象に卒業生アンケートを実施しますので、ぜ
ひご協力ください。詳しくは本誌同封のアンケート用紙をご覧ください。

第４回ホームカミングパーティ開催の
お知らせ

　平成27年11月23日（月･祝）に帝塚山大学 奈良・東生駒キャ
ンパスにて『第４回ホームカミングパーティ』を開催します。
大学祭「虹色祭」開催中の母校で、懐かしの恩師・同窓生と一
緒に学生時代にタイムスリップしませんか。
　同窓生のみなさまお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。
　詳しくは、同封の案内チラシをご覧ください。

第3回ホームカミングパーティの様子

　7月7日から21日にかけて、奈良・東生駒キャンパス図書館において、貴
重書展「写本からインキュナブラ、活版印刷」を開催しました。昨年の大
学創立50周年を記念して実施した貴重書展「谷崎潤一郎」、「源氏物語」
に続く図書館主催行事の第三弾です。本貴重書展では、法学部の飛世昭
裕教授の協力で、13世紀から17世紀までに作られた写本零葉、インキュ
ナブラのほか、数々のローマ法大全を公開しました。一般の方々のみなら
ず、宗教学や図書館学の研究者や洋古書の修復の専門家、さらには製本、
装丁を手がける方など、さまざまなジャンルの方にご来館いただき、充実
した内容の展示に各所より高い評価をいただきました。
　また、7月18日には飛世教授を講師とした公開講座も開催。普段は触る
ことのできない、羊皮紙や活版印刷本を直接手に取れる機会とあってか、
定員を大幅に超える方々にお申込みいただき、当日も大盛況に終わりまし
た。帝塚山大学図書館は、学生・教職員だけでなく、地域に愛される「生
涯学習機関」として、今後もさまざまな企画を実施していく所存です。今
秋は、奈良・学園前キャンパスでは初めてとなる貴重書展の開催も計画し
ています。これからの図書館の活動に、ぜひご注目ください。

Information from the Library

図書館からのお知らせ

Open lecture

公開講座

【お問合せ先】
帝塚山大学考古学研究所・附属博物館

〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1
Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783

考古学研究所 : http://www.tezukayama-u.ac.jp/arch
 arch@tezukayama-u.ac.jp

【お問合せ先】
帝塚山大学 奈良学総合文化研究所
〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1

Tel  0742-48-8842（火・木・金 9時～17時）

帝塚山大学奈良学総合文化研究所
奈良学への招待XⅣ� 要申込  聴講無料

第1回　11月7日（土）10：30～12：00
演題  古代豪族阿倍氏と大和 

講師：鷺森 浩幸（帝塚山大学文学部教授）
第2回　11月14日（土）10：30～12：00

演題  鹿鳴荘と文化財写真―戦後の文化財と人々の関わり―
講師：服部 敦子（帝塚山大学文学部講師）

第3回　11月21日（土）10：30～12：00
演題  奈良県天理市福住町の民俗― 『永井清繁画集』より―

講師：高田 照世（帝塚山大学文学部准教授）
第4回　11月28日（土）10：30～12：00

演題  歴史資料のなかの行基
講師：磐下　徹（大阪市立大学大学院講師）

定員：各回100名（申込先着順）
会場：奈良・東生駒キャンパス1号館1301教室（予定）
※申込方法は、9月上旬ごろ大学HPの「研究・社会貢献」ページ等でお知らせ致します。

第9回企画展示  
「コレクションにみる奈良学研究」
　本展では帝塚山大学の奈良学研究に関連し収集されたコレクションを
中心に、奈良学研究の成果と、その特色について紹介します。

［期 間］ 10/3（土）～ 10/31（土）　［開館時間］ 9：30 ～ 16：30
［入 場 料］ 無料　［休 館 日］ 日曜・祝日

第25回特別展示  
「東アジアの塼（せん）～その連続の美～」
　特別展示では帝塚山大学が所蔵する約7500点の東アジア瓦コレク
ションのなか、古代の塼がもつ美と歴史を追求します。

［期 間］ 11/14（土）～ 12/19（土）　［開館時間］ 9：30 ～ 16：30
［入 場 料］ 無料　［休 館 日］ 日曜・祝日

Information from the Museum

博物館からのお知らせ

【お問合せ先】
帝塚山大学附属博物館

〒631-8501 奈良市帝塚山7-1-1
Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783

http://www.tezukayama-u.ac.jp/museum/

帝塚山大学考古学研究所・附属博物館共催
市民大学講座� 申込不要  聴講無料

第352回	 10月10日（土）14：00〜 15：30
	 大和の歴史-奈良学総合文化研究所蔵の資料より-
	 講師：鷺森 浩幸（帝塚山大学）
	 会場：奈良・東生駒キャンパス1号館1301教室

第353回	 10月24日（土）14：00〜 15：30� 要申込

	 市民大学ウォーク②～当麻地域の古代寺院～
	 講師：清水 昭博（帝塚山大学）　会場：当麻地域
第354回	 11月14日（土）14：00〜 15：30
	 遣唐使、海を渡る。それから1300年
	 ―阿倍仲麻呂・吉備真備・玄昉選ばれる―
	 講師：甲斐 弓子（帝塚山大学考古学研究所・特別研究員）
第355回	 11月21日（土）14：00〜 15：30
	 アジアの塼仏～その広がりと伝播が教えてくれること～
	 講師：白井 陽子氏（米国・UCLA大学）
第356回	 12月12日（土）14：00〜 15：30
	 楽浪郡と弥生時代の『倭』
	 講師：川上 洋一氏（奈良県教育委員会）
第357回	 12月26日（土）14：00〜 15：30
	 高句麗と古代日本
	 講師：篠原 啓方氏（関西大学）
第358回	 1月9日（土）14：00〜 15：30
	 聖徳太子と王領の地・駿河
	 講師：岩宮 隆司（帝塚山大学・非常勤講師）
第359回	 1月23日（土）14：00〜 15：30
	 山の信仰と鏡
	 講師：中川 あや 氏（奈良文化財研究所）
第360回	 2月13日（土）14：00〜 15：30
	 藤原京の造瓦とその背景
	 講師：石田 由紀子氏（奈良文化財研究所）
第361回	 2月27日（土）14：00〜 15：30
	 石の考古学
	 講師：奥田 尚氏（橿原考古学研究所）
第362回	 3月12日（土）14：00〜 15：30
	 織豊期の金属工芸とその製作背景－梵鐘を中心に－
	 講師：服部 敦子（帝塚山大学）
第363回	 3月26日（土）14：00〜 15：30
	 東アジアの塼（せん）～その連続の美～
	 講師：清水 昭博（帝塚山大学）
会場：奈良・東生駒キャンパス5号館5104教室（第352、353回除く）

※本講座のみ
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留
学
生
紹
介

異
文
化
交
流
で
地
域
貢
献
を

今
回
は
、
経
済
学
部
4
年
生
の
フ
ァ

ム
・
テ
イ
・
エ
ン
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ァ
ム
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
留

学
生
で
す
。
母
国
で
大
学
に
合
格
し
な
が

ら
、
幼
い
頃
に
見
た
Ｔ
Ｖ
番
組「
ス
チ
ュ

ワ
ー
デ
ス
物
語
」や
、
ふ
た
り
の
姉
が
名

古
屋
で
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら
日
本
へ
興

味
を
抱
き
、
留
学
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

来
日
後

関
西
国
際
学
院
か
ら
本
学
経
済
学
部
へ

入
学
。梶
本
元
信
名
誉
教
授
の
ゼ
ミ
で
金
融

経
済
を
学
ん
で
い
ま
す
。
現
在
就
職
活
動

中
で
す
が
、帰
国
し
て
長
姉
の
経
営
す
る
会

社
を
手
伝
う
か
、日
本
で
ア
パ
レ
ル
系
企
業

に
就
職
す
る
か
迷
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

地
域
貢
献

昨
年
9
月
に
奈
良
市
大
宮
の
三
笠
公
民

館
に
て
開
催
さ
れ
た
市
民
向
け
講
座「
気

分
は
海
外
！
留
学
生
と
交
流
し
よ
う
」に

お
い
て
、
フ
ァ
ム
さ
ん
は
3
回
に
わ
た
り

ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
・
生
活
習
慣
の
紹
介
や

料
理
教
室
、
民
族
衣
装
の
着
付
け
体
験
や

音
楽
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り

国
際
交
流
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組
み
は
異
文
化
交
流
に
よ
る
地
域
貢
献
と

し
て
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
先
日
、
学

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

夏
休
み
に
帰
国
し
た
際
に
は
、
こ
の
講

座
に
向
け
て
家
族
、
友
人
へ
の
リ
サ
ー
チ

な
ど
も
行
い
、
講
習
資
料
を
ま
と
め
た
そ

う
で
す
。
改
め
て
母
国
の
文
化
を
学
び
直

す
よ
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
責
任
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
彼
女
の

誠
実
さ
が
覗
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

最
初
は
ド
キ
ド
キ
だ
っ
た
講
習
も
、受
講

者
が
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
た
め
か
、彼
女

自
身
も
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。な
に
よ
り
ゼ

ミ
担
当
の
梶
本
先
生
が
2
回
見
に
来
て
下

さ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
将
来
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
目
的
を

持
っ
て
ロ
ン
グ
レ
ン
ジ
で
物
事
を
考
え
、

土
台
を
し
っ
か
り
固
め
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」

ファム・テイ・エンさん

取材時もゼミ発表の準備に余念がないファムさん

  「ファミリー入試」とは、帝塚山学園の建学の精神・学風を深くご理解いただい
た方を、帝塚山大学のファミリーとして歓迎する入試制度です。

出願資格は、学校法人帝塚山学園が設置するいずれかの学校を既に卒業され
た方、もしくは現に在学している方の２親等以内の親族（配偶者・子・孫・父母・
祖父母・兄弟姉妹）で、本学が定める基準を満たし、高等学校を2015 年 4 月1
日から2016 年 3 月31 日までに卒業された方又は卒業見込みの方です。

出願の際には「帝塚山ファミリー」であることの証明書（卒業証書の写し・卒業
証明書等を添付）が必要になります。

詳しい出願資格や要件等に関して、必ず事前に入試課までお問い合わせ
下さい。オープンキャンパスにご参加のうえでお問い合わせいただくこ
とも可能です。

■ 前期スケジュール
出願期間 9月11日（金）～10月2日（金）（消印有効）

選考日（面接） 10月10日（土）

合格発表 10月16日（金）

１次手続き締切日（入学金納付） 10月30日（金）

■ 後期スケジュール
出願期間 11月10日（火）～12月1日（火）（消印有効）

選考日（面接） 12月 5 日（土）

合格発表 12月11日（金）

１次手続き締切日（入学金納付） 12月21日（月）

■ 募集学部学科
学 部 学 科 募集人数

文学部
日本文化学科

若干名

文化創造学科

経済学部 経済学科

経営学部 経営学科

法学部 法学科

心理学部 心理学科

現代生活学部

食物栄養学科

居住空間デザイン学科

こども学科

帝塚山大学では、卒業生、
もしくは在学中の方のご家族を対象とする
入試制度「ファミリー入試」を実施しています。

■ 入学金について
ファミリー入試でご入学される方は、入学金が 6万円になります。

（通常 18万円）

【お問合せ先】
帝塚山大学 入試課

Tel  0742-48-9149（直通） Fax  0742-48-9021
* nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp

2016 年度 帝塚山大学
ファミリー入試のご案内

－ 来春、受験を控えたご子息ご息女をお持ちの保護者の皆様へ －

OPEN CAMPUS 2015 
奈良・東生駒キャンパス

9/13（日）12:00 〜 16:00
志望校選択前の最終確認

全学科のプレゼンテーションなど、
受験校決定の上で確認しておきたい
ことを、すべてチェック！

ミニオープンキャンパス

もっと詳しく知りたい・日程が合わない人のOC

予約制 詳しくはホームページ（帝塚山大学入試情報サイト）
をご覧ください。

11/29（日）
奈良・東生駒キャンパス9:30〜 11:00
奈良・学園前キャンパス13:00〜 14:30

奈良・学園前キャンパス

8/8（土）11:00 〜 16:00
奈良・学園前キャンパス

8/9（日）11:00 〜 16:00
模擬授業・各学科体験

東生駒・学園前の両キャンパスで学科体験を行います。帝塚山大学のことが一挙
にわかる夏の一日。猛暑が予想されるため、熱中症対策を十分にお願いします。


